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概　　　要
このテンプレートでは，沖縄地盤工学研究会で発表するための論文フォーマットが紹介されています。論文は，このテンプレートに上書きしていくだけで，簡単に作成できるようになります。ここでは，その概要が示されており，300字以内が好ましく，1行47字で8行以内とします。また，段落を複数にせず，一つの段落で構成します。概要では，具体的にどのような研究を行い，その結果何がわかったかということをできるだけ定量的に書いてください。

キーワード：沖縄地盤，PDF，執筆要領（5つ以内）


第31回沖縄地盤工学研究発表会梗概集　令和8年1月20日

2

1

はじめに

このテンプレートには，投稿用論文を作成するために必要なレイアウトやフォントに関する情報が記述されています。また，この文書そのものがその書式に従って作られていますので，これを用いることにより簡単に投稿用論文を作ることができます。
なお，使用するワープロ，パソコン，プリンタなどの機器やソフトなどによって，ここで示した方法と同じ設定が困難なことがありますが，その場合には，なるべくこの仕様に近い設定をしてください。

全体のレイアウト

ここでは，原稿全体にかかわるレイアウトについて説明します。

構　成
原稿は，次の二つの部分で構成します。
1) 論文題目細分：横1段組
（題目，著者名，所属，概要）
2) 本文部分：横2段組

用紙
用紙は，縦置きA4用紙で，横書きとします。
基本的なマージンは，次のとおりです。
上マージン　：20㎜
下マージン　：20㎜
左右マージン：20㎜
ただし，題目部分の左右マージンは30㎜

スタイル

このテンプレートには，論文を作成するのに必要な初期期書式がスタイルとして登録されています。通常は，登録されているスタイルのみを使って原稿を作成することができますが，特殊な操作をしたいときには新たにスタイルを作ったり，また，既存のスタイルの設定を変えたりしても構いません。なお，フォントは，基本的には，明朝とTimes (Times New Roman)とします。

論文題目部分のレイアウト

論文題目部分は，論文題目，著者名，所属機関名から構成されます。それぞれ，次の順に横1段組で記載してください。

本文のレイアウト

本文は2段組です。1段1行が全角で25文字，1ページ52行となるよう設定します。このテンプレートが使えないときには，上記を参照にしてなるべく近い設定としてください。
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